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３．事業の実施状況 

令和２年度大分県計画に規定した事業について、令和５年度終了時における事業の実施状況に

ついて記載。 

【令和５年度実施事業】 

事業の区分 １－１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整

備に関する事業 
事業名 【NO.1（医療分）】 

病床機能分化・連携推進基盤整備事業 

【総事業費】 
429,122 千円 

※R5 までの事業費 
事業の対象となる区域 東部、中部、南部、豊肥、西部、北部 

事業の実施主体 県内医療機関、大分県 

事業の期間 令和 2年 4月 1日～令和 6年 3月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

アウトカム指標： 

令和２年度基金を活用して整備を行う回復期の病床数 ４床 

地域医療構想の達成に向けた施設設備整備等 
・急性期病棟を回復期病棟へ再編するための整備。 
・回復期リハ病棟の機能充実のための整備 
・在宅復帰を推進するための機能訓練室の整備 
・地域で不足する緩和ケア病棟の整備 
・地域医療構想を推進するための研修会の開催等 

事業の内容（当初計画） 地域医療構想の達成に向けた施設設備整備等 

・在宅復帰を推進するための機能訓練室の整備 

・地域医療構想を推進するための研修会の開催 

・地域医療構想調整会議における医療機能再編に係る協議を進める

ための定量的な基準の作成及び今後の受療動向の分析 

・病床機能再編検討のための病院別収支シミュレーション助成 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

【施設整備】対象医療機関数 3医療機関 

アウトプット指標（達成

値） 

【施設整備】対象医療機関数 5医療機関 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

令和２年度基金を活用して整備を行う回復期の病床数 77 床 

 

（１）事業の有効性 
回復期病床の整備を支援することで、地域医療構想の推進に寄与

できた。 
（２）事業の効率性 
施設整備や設備整備については、各医療機関において入札等の価

格競争を実施し、コストの低下を図っている。 
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その他 R2 年度：9,777 千円 R3 年度： 27,129 千円 R5 年度 49,318 千円 

 

 

事業の区分 Ⅳ 医療従事者等の確保・養成のための事業  
事業名 【NO.12（医療分）】 

看護職員人材確保対策事業 

【総事業費】 
12,528 千円  

事業の対象となる区域 東部・中部・南部・豊肥・西部・北部 

事業の実施主体 大分県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 6年 3月 31 日 

☐継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

地域の実情に合った地域包括ケアシステムの構築のため、

看護職員の確保・定着が喫緊の課題となっている 

アウトカム指標： 

人口 10 万人当たり看護職員数の増加 

R3：1,240.9 人 → R5：1,265.7 人（2％増） 

事業の内容（当初計画） ・県内外の看護学生を対象にした県内病院への就職を促進 
するイベントの開催。 

・県外や県内就職率が低い県内の看護師等養成施設等の看 
護学生に対する修学資金の貸与。 

・専門資格を有する県外在住の看護職を採用する県内医療 
機関に対し支援金を支給 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

県内病院への就職を促進するイベントの開催回数 5 回 

アウトプット指標（達成

値） 

県内病院への就職を促進するイベントの開催回数 4 回 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

人口 10 万人当たり看護職員数の増加 

R3：1,240.9 人 → R5：1,172.5 人 

（１）事業の有効性 
  県外や県内就職率が低い県内の看護師等養成施設等の

看護学生について修学資金を貸与することができ、看護

職員の確保につながった。 

（２）事業の効率性 
  移住促進担当所属と連携して事業を実施すること、ま

た県内出身者の多い県外の看護師等養成施設に対して重

点的に周知することにより、効率的に実施できた。 
その他 R4 年度：6,048 千円、R5：6,480 千円 

 


